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２
０
１
8
年
の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
に

て
、
県
内
企
業
数
あ
た
り
の
採
択

率
ト
ッ
プ
は
香
川
県
だ
っ
た
。

　
原
動
力
の
一
つ
が
、
金
融
機
関
と
専
門

家
、
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
自
律
的
な
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「
う
ど
ん
県
Ｉ
Ｔ
活
用
推
進

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」で
あ
る（
香
川
県
は
、

特
産
品
で
あ
る
う
ど
ん
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

「
う
ど
ん
県
」の
通
称
を
使
っ
て
い
る
）。

　
全
国
各
地
で
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を

支
援
す
る
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、

関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
が
I
T
活
用
支
援
の
必

要
性
を
感
じ
、互
い
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り
立

つ
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　
百
十
四
銀
行
、
高
松
信
用
金
庫
、
Ｉ
Ｔ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ（
Ｉ
Ｔ
C
）組
織
の

I
T
C
か
が
わ（
中
庭
正
人
会
長
、
水
本

規
代
事
務
局
長
）を
幹
事
メ
ン
バ
ー
と
し
、

２
０
１
８
年
春
か
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

形
を
作
っ
て
き
た
。
金
融
機
関
が
Ｉ
Ｔ
活

用
の
ニ
ー
ズ
を
持
つ
企
業
を
発
掘
し
、
自

行
融
資
先
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ま
た
は
、
Ｉ

Ｔ
C
へ
の
支
援
依
頼
を
行
う
。
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
の
導
入
に
進
ん
だ
際
、Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
か

ら
紹
介
料
を
受
け
取
る
と
い
う
流
れ
だ
。

経
営
課
題
に
合
う
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス

　
本
活
動
の
根
底
に
は
、
金
融
機
関
の
課

題
意
識
が
あ
っ
た
。
百
十
四
銀
行
地
域
創

生
部
の
片
山
将
光
調
査
役
は
、
次
の
よ
う

に
話
す
。

　「
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
に
呼
応
し
て
Ｉ
Ｔ

関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
マ
ッ

チ
ン
グ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
企
業
に
は
そ

れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
り
、
私
た
ち
も
そ
れ
ほ

ど
Ｉ
Ｔ
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
一
金
融
機
関
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
な
と
」

　
同
じ
頃
、
高
松
信
用
金
庫
で
は
、「
Ｉ
Ｔ

面
も
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
う
も
の
の
、

ど
う
手
を
付
け
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
に
い

ま
し
た
」と
、
業
務
推
進
部
次
長
の
小
川

敦
史
氏
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
後
、
四
国
経
済
産
業
局
の
仲
立
ち

で
、
金
融
機
関
と
地
元
の
I
T
C
か
が
わ

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、「
I
T
で
何
が
で

き
る
か
」「
こ
の
企
業
の
場
合
、
ど
ん
な

I
T
を
活
用
す
れ
ば
よ
い
か
」の
部
分
に
つ

い
て
、バ
ト
ン
を
渡
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
２
０
１
8
年
の
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
で

は
44
社
の
導
入
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
と
若
干
距
離
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
取
り
組
み
で
様
々
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
企
業
の
実
態
が
わ

か
っ
た
の
も
大
き
い
」と
中
庭
氏
は
話
す
。

　
さ
ら
に
、
水
本
氏
が
香
川
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
、
高
松
信
用
金
庫
共
催
の
ミ
ニ
Ｉ

Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
継

続
的
な
情
報
提
供
活
動
も
進
み
始
め
た
。

　
Ｉ
Ｔ
活
用
支
援
へ
の
手
ご
た
え

─
両

金
融
機
関
の
担
当
者
か
ら
は
、
そ
う
し
た

実
感
と
活
力
が
感
じ
ら
れ
た
。
地
域
活
動

は
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
課
題
意
識
、
意
志
、

行
動
力
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の

部
分
は
、
同
じ
組
織
図
を
書
い
た
だ
け
で

は
真
似
で
き
な
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
個
性

が
出
て
く
る
。

　
続
く
ペ
ー
ジ
で
は
、
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

が
サ
ポ
ー
ト
し
た
企
業
の
I
T
活
用
事
例

を
紹
介
す
る（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）。

支援情報 瓦版（2019年11月）

百十四銀行
地域創生部　地域創生グループ
調査役　片山将光氏（写真左から二人目）

NPO法人ITCかがわ　事務局長
水本規代氏（左）
（コンソーシアム事務局長）

高松信用金庫
業務推進部次長　事業支援担当
小川敦史氏（右から二人目）

NPO法人ITCかがわ　会長
中庭正人氏（右）
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うどん県IT活用推進コンソーシアム幹事

地域のIT活用支援
【香川での取り組み】

金融機関×専門家
コンソーシアム

中小企業が適切な ITを活用して競争
力を高めるために、地域はどのように支
援していけばよいか─正解はないが、
前に進む活動には理由がある。香川県
での動きとIT活用事例を紹介する。

金融機関(百十四銀行、高松信用金庫)

ITCかがわ（ITコーディネータ組織）

他機関

地域の中小企業

ITベンダー

適切な
サポート

連携
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2019

11
　
2
0
1
9
年
7
月
、
秋
田
県
の
研
修
会

場
で
は
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、
金
融

機
関
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
企
業
支
援
者
が
、

経
営
課
題
に
即
し
た
I
C
T
活
用
の
提
案

を
議
論
し
て
い
た
。
講
師
は
、
地
元
の

I
T
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
大
澤
昌
氏
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
秋
田
県
が
佐
竹
敬
久
知
事
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
2
0
1
8
年
に

「
秋
田
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
宣
言
」

を
行
い
、
取
り
組
み
の
一
つ
と
な
る
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
情
報
化
促
進
事
業

に
て
実
施
さ
れ
た
研
修
で
あ
る
。

　
秋
田
県
産
業
労
働
部
産
業
政
策
課
デ
ジ

タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
室
の
副
主
幹
・

大
西
勝
氏
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
2
0
1
8
年
か
ら
A
I
や
I
o
T
な

ど
先
端
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
普
及
啓
発

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
地
域
で

小
規
模
事
業
者
の
方
と
お
話
し
て
、
基
本

の
I
C
T
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
と
い
う

実
態
が
わ
か
り
、
I
C
T
活
用
の
底
上
げ

に
も
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
」

　
事
業
の
柱
は
、

①�

地
域
企
業
の
I
C
T
活
用
を
推
進
す

る
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

②�

支
援
機
関
等
の
I
C
T
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

支
援

③�

小
規
模
事
業
者
I
C
T
活
用
補
助
金

で
あ
り
、
同
時
に
県
内
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
情
報
化
に
関
す
る
実
態
調
査

も
進
め
て
い
る
。

　
冒
頭
に
挙
げ
た
研
修
は
②
の
事
業
だ
。

　「
I
C
T
関
係
の
研
修
は
増
え
て
い
る

も
の
の
、
県
内
経
営
指
導
員
の
相
談
対
応

機
能
の
強
化
は
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
、

知
識
習
得
研
修
3
日
、
実
践
研
修
3
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
」と
の
こ
と
だ
。

　
③
の
補
助
金
は
、
上
限
50
万
円
で

I
C
T
投
資
の
2
分
の
1
を
補
助
す
る
も

の
で
、
グ
ル
ー
プ
導
入
の
場
合
、
補
助
率
・

金
額
と
も
ア
ッ
プ
す
る
。
支
援
機
関
と
地

域
ベ
ン
ダ
ー
の
伴
走
を
要
件
と
す
る
の
が

特
徴
で
、
国
の
I
T
導
入
補
助
金
下
限
以

下
の
投
資
も
対
象
。
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
、
I
C
T
を
有

効
に
活
用
し
や
す
く
な
っ
た
。

　
県
庁
内
で
も
旅
費
計
算
業
務
へ
の

R
P
A
導
入
を
検
討
す
る
な
ど
自
ら

I
C
T
の
活
用
を
進
め
る
一
方
、
部
署
を

越
え
て
地
域
企
業
に
I
C
T
の
活
用
を
働

き
か
け
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
。

・秋田県のIT活用支援
・香川県における地域支援活動
　IT導入補助金活用事例

秋田県が実施している
小規模事業者ICT活用補助金

● 補助率　1/2 （グループ導入は2/3）
● 補助金額　上限50万円
　　　　 　  （グループ導入は全体で300万円）

小規模事業者のうち、支援機関等の伴走型支援
によるICT活用計画を策定する者を対象に、生産
性向上や新サービス創出等、経営改善に向けた
ICT活用の取り組みの費用を補助

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
宣
言

支
援
者
研
修
も

─
秋
田
県

秋田県　産業労働部産業政策課
デジタルイノベーション戦略室
デジタルイノベーション戦略班
副主幹兼班長　大西勝氏

2019年7月に開催された、支援機関職員向けの
スキルアップ研修風景


